
令和６年度社会福祉法人新里紫桐会事業報告書  

 

 令和６年度の事業計画に基づき、介護保険法令及び障害者総合支援法令を遵守した上で、

自主的な経営基盤の強化と提供するサービスの質の向上を図り、地域福祉サービスの拠点

となるよう各種事業を展開し、利用者の方々が明るく健やかな毎日を過ごしていただくよ

う安心・安全なサービスに心掛けながら、心から満足していただけるよう、利用者の自己決

定と選択を尊重すると共に、その尊厳に配慮し日常生活の支援に努めてまいりました。 

 

１ 法人の概況 

（１）設立年月日 

平成 4 年 7 月 24 日 

（２）主たる事業所の住所 

岩手県宮古市茂市第 1 地割 115 番地 1 

（３）法人の基本理念 

   「心に寄り添い 共に生きる」 

   わたしたちは、地域に信頼され、地域に根差した社会福祉法人として、すべての人々

が、健やかで笑顔あふれる豊かな生活を送ることができるように、寄り添いながら、共

に歩んでいきます。 

（４）事業内容   

区  分 内  容 

第一種社会福祉事業 
特別養護老人ホーム紫桐苑（定員 50 名） 

地域密着型特別養護老人ホーム桐の花（定員 29 名） 

第二種社会福祉事業 

紫桐苑短期入所生活介護事業所（定員 10 名） 

新里紫桐会居宅介護支援事業所 

小規模多機能型居宅介護事業所あすなろ（定員 29 名） 

工房まんさく就労継続支援（B 型）事業所（定員 20 名） 

宮古市委託事業 宮古市配食サービス事業 

社会福祉法人宮古社会福祉協議会

委託事業 

指定介護予防支援 

介護予防ケアマネジメント業務 

（５）資産管理に関する事項 

不動産所有状況 拠点区分 所在地 期末帳簿価格 

基本財産 

建物 

紫 桐 苑 
岩手県宮古市茂市第 1 地割 115 番 1 302,164,460 円 

岩手県宮古市茂市第 3 地割 128 番 8 4646562 円 

桐 の 花 岩手県宮古市茂市第 1 地割 124 番 2 264,878,286 円 

計 571,689,308 円 

土地 

桐 の 花 岩手県宮古市茂市第 1 地割 124 番 2 12,400,000 円 

紫 桐 苑 岩手県宮古市茂市第 3 地割 128 番 8 5,150,000 円 

計 17,550,000 円 



 

 

（６）役員、評議員に関する事項 

  ① 役員の状況(理事定数６名、監事定数２名)    ② 評議員の状況（評議員定数 8 名） 

役  職 氏  名  役  職 氏  名 

理 事 長 和 美   晋  評 議 員 舛 澤 實登子 

理   事 山 口   勉  評 議 員 山 口 忠 幸 

理   事 久保田 重 光  評 議 員 荒 矢 一 枝 

理   事 野 内 俊 孝  評 議 員 越 田 由美子 

理   事 三 浦 雅 裕  評 議 員 袰 屋 和 則 

理   事 川 崎 賢 一  評 議 員 澤 出 清 藏 

監   事 関 沢   敏  評 議 員 坂 下 幸 子 

監   事 岸     忍  評 議 員 中 野 美代子 

（７）職員に関する事項 

① 職員数 

区 分 正職員 臨時職員 パート職員 宿直職員 合 計 

紫 桐 苑 31 名  12 名  6 名  2 名  51 名  

桐 の 花 12 名  8 名  4 名  0 名  24 名  

居 宅 介 護 支 援 1 名  1 名  0 名  0 名  2 名  

あ す な ろ 11 名  0 名  1 名  0 名  12 名  

工 房 ま ん さ く 5 名  1 名  0 名  0 名  6 名  

計 60 名  22 名  11 名  2 名  95 名  

② 職員採用・退職状況    

区 分 正職員 臨時職員 嘱託職員 パートタイマー 合 計 

採  用 3 名 4 名 3 名 2 名 12 名 

退  職 13 名 4 名 2 名 2 名 21 名 

   

２ 役員会・評議員会・組織運営に関する事項 

（１）理事会の開催状況 

回 開催日 理事出席数 監事出席数 議題 

１ 令和６年 06 月 33 日 5 名 2 名 

①理事長の職務執行状況の報告 

②令和 5 年度事業報告及び附属明細書の承認 

③令和５年度計算書類・附属明細書の承認 

④就業規則の一部改正 

⑤賃金規程の一部改正 

⑥令和 6 年度定時評議員会の日程・議題 

２ 令和 6 年 07 月 24 日 ６名 ２名 

①確定拠出年金規程の制定 

②生涯設計手当規程、役員に係る確定拠出年金の

実施に関する規程の制定 



 

 

    

③賃金規程の一部改正 

④臨時職員取扱規程の一部改正 

⑤就業規則の一部改正 

⑥職員再雇用規程の一部改正 

⑦積立金の取り崩し 

⑧令和 6 年度補正予算（第１次補正） 

⑨令和６年度第２回評議員会の日程及び議題等 

３ 令和 6 年 19 月 24 日 ６名 ２名 

①基本財産の処分 

②積立金の取り崩し 

③令和 6 年度補正予算（第 2 次補正） 

④令和 6 年度第 3 回評議員会の日程及び議題等 

４ 令和 7 年 03 月 21 日 ６名 ２名 

①理事長の職務施行状況の報告 

②組織規程の一部改正 

③就業規則の一部改正 

④育児・介護休業規程の一部改正 

⑤賃金規程の一部改正 

⑥臨時職員取扱規程の一部改正 

⑦経理規定勘定科目の追加 

⑧工房まんさく運営規程の一部改正 

⑨基本財産の処分 

⑩令和 6 年度補正予算（第 3 次補正） 

⑪管理職の人事 

⑫令和 7 年度事業計画 

⑬令和 7 年度収支予算 

⑭令和６年度第 4 回評議員会の日程及び議題 

（２）評議員会の開催状況 

回 開催日 評議員出席数 理事出席数 監事出席数 議題 

１ 令和 6 年 06 月 19 日 8 名 ３名 １名 
①令和 5 年度事業報告 

②令和 5 年度会計書類・財産目録の承認 

２ 令和 6 年 18 月 22 日 7 名 3 名 － ①令和 6 年度補正予算（第 1 次補正） 

３ 令和 6 年 10 月 32 日 ８名 3 名 － 
①基本財産の処分 

②令和 6 年度補正予算（第 2 次補正） 

４ 令和 7 年 03 月 31 日 8 名 3 名 － 

①基本財産の処分 

②令和 6 年度補正予算（第 3 次補正） 

③令和 7 年度事業計画 

④令和 7 年度収支予算 



 

 

（３）監査の実施状況 

① 監事監査実施状況 

回 開催日 理事出席数 監事出席数 場 所 

１ 令和 6 年 05 月 22 日 ３名 ２名 紫桐苑理事長室 

２ 令和 6 年 18 月 23 日 ３名 ２名 紫桐苑理事長室 

② 所轄庁監査実施状況 

所轄庁 実施日 監査内容 対象事業所 

岩手県 
令和 6 年 11 月 21 日 宮古地域介護保険施設等集団指導 紫桐苑・短期入所 

令和 7 年 01 月 17 日 障害福祉サービス事業者等集団指導 工房まんさく 

宮古市 令和 6 年 11 月 21 日 宮古市指定介護保険サービス事業者集団指導 居宅介護支援、あすなろ 

（４）苦情解決事業に関する事項 

  ① 苦情受付体制 

事業所 苦情受付担当者 苦情解決責任者 苦情相談員 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 紫 桐 苑 
村 上  美 香 

三 浦  雅 裕 
岸    忍 

門 坂 めぐみ 

紫桐苑短期入所生活介護事業所 

地域密着型特別養護老人ホーム桐の花 飛 鳥  克 寛 

新里紫桐会居宅介護支援事業所 中屋鋪 順 子 

小規模多機能型居宅介護事業所あすなろ 澤 口 将祐己 

工房まんさく就労継続支援（B 型）事業所 大 洞 久美子 

② 苦情連絡会議の開催状況 

回 開催日 出席数 議 題 

１ 令和 6 年 05 月 15 日 10 名 

①平成 6 年度苦情受付体制について 

②各事業所の苦情等の状況について（苦情等なし） 

③令和６年度苦情解決事業について 

２ 令和 6 年 09 月 27 日 19 名 
①各事業所の苦情等の状況について（苦情等なし） 

②苦情解決への取り組みについて 

３ 令和 7 年 02 月 28 日 09 名 
①各事業所の苦情等の状況について（苦情等なし） 

②苦情解決への取り組み結果について 

③ 苦情解決への取り組みの実施状況 

ア 「利用者の声を聞く取り組み」については、聞き取り方式により苦情相談員が

利用者の意向や満足度など調査を実施しました。 

回 実施日 対象事業所 聞取りした利用者 

１ 令和 6 年 10 月 25 日 
地域密着型特別養護老人ホーム桐の花 3 名 

工房まんさく就労継続支援（B 型）事業所 3 名 

2 令和６年 10 月 31 日 
特別養護老人ホーム紫桐苑（短期入所） 3 名 

小規模多機能型居宅介護事業所あすなろ 3 名 

   



 

 

イ 「サービスご利用者のご家族様に対する満足度調査」については、苦情や要望等

を広くくみ取る取り組みとして、サービスご利用者のご家族様に対しアンケート

調査を実施しました。 

実施期間 対象事業所 配布数 回収数（回収率） 

令和 6 年 10 月 15 日 

～ 

令和 6 年 11 月 15 日 

特別養護老人ホーム紫桐苑 49 36（73％） 

紫桐苑短期入所生活介護事業所 25 17（68％） 

地域密着型特別養護老人ホーム桐の花 29 22（76％） 

小規模多機能型居宅介護事業所あすなろ 27 15（56％） 

工房まんさく就労継続支援（B 型）事業所 5 5（100％） 

 

（５）事業収入に関する事項 

事業所名 目標値 実 績 達成率 

特別養護老人ホーム紫桐苑 226,944,000 円 227,263,503 円 100.1％ 

地域密着型特別養護老人ホーム桐の花 152,000,000 円 147,175,138 円 96.8％ 

紫桐苑短期入所生活介護事業所 29,418,000 円 26,341,585 円 89.5％ 

新里紫桐会居宅介護支援事業所 4,750,000 円 5,306,010 円 111.7％ 

小規模多機能型居宅介護事業所あすなろ 99,567,000 円 101,539,760 円 102.0％ 

工房まんさく就労継続支援（Ｂ型）事業所 26,883,000 円 26,055,790 円 96.9％ 

合  計 539,562,000 円 533,681,786 円 98.9％ 

（６）固定資産の取得 

種類 名  称 数量 取得年月日 取得価格 

建 物 地域密着型特別養護老人ホーム桐の花ガス給湯設備 1 令和 6 年 11 月 1 日 13,661,120 円 

（７）寄付金・寄贈物品に関する事項 

 なし 

（８）会議・委員会開催状況 

  ① 主な会議 

会 議 内   容 

運営統括会議 法人・各事業所の運営、職員処遇に関することを検討した。（概ね週 1 回） 

運営連絡会議 
法人全体の円滑な事業運営及びサービスの質向上を目指し、各事業所の運営動向を

確認し、事業運営における方針の決定、情報交換を行った。（9 回） 

② 委員会 

委員会（部会） 開催数 内容 

事業継続マネジメント委員会 

感染対策部会 2 回 感染症や災害への発生を踏まえ、日頃の備えと発生し

た場合に継続的に業務を提供できるよう体制の構築に

取り組みました。 災害対策部会 3 回 

リスクマネジメント委員会 

安全衛生部会 10 回 サービス及び業務の内容が安全、かつ適正に提供され

るための管理体制とＰＤＣＡサイクルの構築に取り組

みました。また、職員の健康づくり事業「健康測定会」

を実施し、職員の健康保持・増進に努めました。 

ハラスメント対策部会 6 回 

虐待防止検討部会・身体拘束適正化部会 5 回 



 

 

事故発生防止部会 4 回 

クオリティ向上委員会 

サービス向上部会 2回 
サービスの品質を向上させるため、職員の資

質向上と研鑽に向けた取り組むとともに、そ

れらの情報の発信に取り組みました。 

職員研修部会 6回 

広報部会 3回 

（９）重点事項に関すること  

① 経営基盤の安定 

財政・経営基盤の強化及び事業運営の安定化を図るため、大沢会計事務所の会計定

期訪問指導を 11 回実施し、適正な会計処理、確実な財産管理に努めるよう改善を図

りました。また、適切な人事管理を行うため社会保険労務士法人ワイズコンサルタン

ツの定期訪問指導を 11 回実施し、人事労務に関する相談・指導を受け、諸 

規定の改正等実施しました。 

② サービス提供の充実 

利用者及び家族の視点に立つことを常に意識して、人権の尊重・個人の尊厳に配

慮しながら、必要なサービスが提供できるよう努めました。 

③ 地域福祉の拠点としての役割とその使命 

ア 岩手県内の社会福祉法人が協働で実施する「IWATE・あんしんサポート事業」

に参画し、地域における様々な生活課題を抱える方々の相談・支援に対し、相互

協力を随時行い連携の強化・維持を図り、社会貢献の活動に努めました。 

イ 社会福祉法人等による生活困難者に対する利用者負担軽減事業については、小

規模多機能型居宅介護事業所あすなろ利用対象者７名（延べ人数 73 名）、紫桐苑

短期入所利用対象者 2 名（延べ人数 17 名）、計 9 名(述べ人数 90 名)に対し、利

用者負担軽減額 1,099,406 円を拠出しました。 

ウ 小規模多機能型介護事業所あすなろの移転により空き家となっていた建物につ

いては、地域に開かれた法人づくりの手段として、「あすなろ交流館」と名付け、

令和６年 11 月 1 日より新里地区で活動している団体等に無料開放を開始し、3 団

体の方々に計 6 回ご利用いただきました。 

④ 人材確保とその育成 

  令和６年度の採用職員は 12 名（正職員 3 名、臨時職員４名、再雇用者３名、パー

トタイマー２名）、普通退職者は 14 名（正職員 8 名、臨時職員２名、嘱託職員 2 名、

パートタイマー2 名）、定年退職者 7 名（正職員 5 名、臨時職員 2 名）でした。サー

ビス提供体制を充実させていくためにも、引き続き就職情報サイトの活用や外国人

採用を進めるなどして、人材の確保への取り組みに努めてまいります。また、職員の

育成については、日々の業務においてより良いサービス提供のための各種委員会・会

議を通じた取り組みを行うとともに、外部研修会への参加や内部研修を実施し、 

職員の資質向上に努めました。 

⑤ 危機管理体制の強化について 

防災訓練（避難誘導訓練、初期消火訓練、通報・連絡訓練、図上訓練、土砂災害訓

練）を実施し、災害発生時の迅速な通報、避難誘導は迅速かつ的確に対応ができるよ

う、防災意識と行動力の向上に努めました。 

 


